



The Origins of Terra-Cotta 































































































































































































































































ものがある。原始時代の青海省楽都県柳湾墓地の 1700 基あまりの墓からは、副葬品の陶器 3 万





















【大地湾一期文化（前 5300 年～前 4800 年）】
甘粛省秦安県大地湾の居住遺跡、地面に描かれた人体像（1982 年）31）。
【仰韶文化（前 5000 年～前 3000 年）】
陝西省西安市半坡出土の文化シンボルとも言える人頭・魚




【宗日文化（前 3300 年～前 2050 年）】
青海省同徳県巴溝郷団結村宗日村、二人で物を抱える文様、
彩絵製盆、高さ 11.3cm、口径 24.2cm（1995 年、青海省文物
考古研究所蔵）34）。同地出土、「舞踏文」陶製盆、高さ 12.5cm、







【馬家窯文化（前 3100 年～前 2700 年）】
原始時代において陶器文様の傑作として注目されている、
青海省大通県上孫家寨出土の舞踏文陶製彩絵盆は高さ 36cm、






甘粛省武威県新華郷磨嘴子の陶製舞蹈盆、9 人 2 組の群舞（1991
年）。
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おり、目が大きく、鼻が凹んでいる。頬が膨らんでいる表現からは微笑みを感じられる（1976 年、
陝西歴史博物館蔵）44）。





























































































【後李文化（前 6500 年～前 5500 年）】
人体像、山東省章丘市西河出土、陶製（1997 年）75）。
【大汶口文化（前 4300 年～ 2600 年）】
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裏面には直線の凹凸があり、その上に穴が開いている。」（1970 年代中期）77）。








隆窪文化（前 6200 年～前 5400 年頃）】





【磁山文化（前 6000 年～前 5200 年）】
人頭像、河北省武安県出土、石製。額に穴が開いており、仮面と推測できる（1973 年、邯鄲市
博物館蔵）83）。
【趙宝溝文化（前 5400 年～前 4500 年）】
人頭像、内モンゴル自治区赤峰市敖漢 ( オーハン ) 旗趙宝溝出土、石製（1986 年）84）。
長江上流域






【薛家岡文化（前 3500 年～前 3000 年）】
人頭像、安徽省望江県汪洋廟出土、陶製。赤色円柱体の上端にある彫刻。
高さ 13.4cm、直径 6.5cm。砂が混ざっており、「夾砂陶器」と呼ばれている。鼻が隆起しており、


















【石家河文化（前 3000 ～前 2000 年）】
鷲攫人頭文佩、湖北省天門県石家河出土、玉製。「神祖面文」像、玉製、高さ 3.5cm 幅 6.5cm90）。
盤座人像、陶製、頭部なし、両手で魚のような形状の物を持ち上げようとしている。高さ
5.2cm91）。
















【河姆渡文化（前 5000 年～前 4500 年）】
人頭像、浙江省余姚県河姆渡出土、陶製。楕円形、高さ 4cm、目が大
きく、顎が突出し、髪の毛は無く、目、口が描かれており、男性と思わ
れる（1973 ～ 74 年、浙江省博物館蔵）97）。
人頭像、浙江省余姚県河姆渡出土、陶製。不規則な楕円形、高さ 4.5cm、幅 3.3cm。顔には凹
みで眼窩が表現されている。頬が突出し、口は開き、顎が尖っている（1977 ～ 78 年、浙江省博
物館蔵）98）。









人体像、安徽省含山県凌家灘 1 号墓出土、玉製（1987 年、故宮博
物院蔵）101）。完成度の高い人体像が特例として注目されている。
【良渚文化（前 3000 ～前 2000 年）】
人形觽
けい
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「▽」の印で表現されている。小型の像は残存部分の高さ 5cm と 5.8cm で、













ある。写実手法に長けた職人によって作られたものと思われる（1983 ～ 1984 年）。
双性四面人壺、内モンゴル庫侖旗発見、陶製。高さ 47.4cm、人体を巧みに器形と組み合わせ、
陶壺の足には女性、男性の性器が表現されている（北京・国家博物館蔵）108）。





































































日本女子大学紀要 人間社会学部 第 28 号 Japan Women’s University Journal vol.28（2017）
二．原始人像の思想性




























































間につながりを見出すのは難しいが、マリヤ・ギンブタス氏は『The Living Goddesses: Religion in 































傾けられ屈肢して男性の方を向いている。」とされている 120）。1969 ～ 77 年の殷墟の埋葬様式で
は、仰身（仰向け）葬が 68.1%、俯身（下向き）葬が 27.8% で、屈肢葬は単は 4.1% に過ぎず、「子
宮回帰」、「生命再生」の意味がすでに失われていた 121）。また、陝西省鳳翔県にある秦公 1 号墓
（1976 年）からは 186 体の屈肢葬の遺体が発見されているが、これは先に述べた例とは異なり、
省スペースの為の埋葬と考えられる。屈体式埋葬は日本の弥生時代前期にも見られる。また、西

























裵李岡文化（前 6000 年～前 5400 年）陶器には、乳房の強調された
女性像がある 123）。興隆窪文化（前 6200 年～前 5400 年）河北省灤平県
金溝屯鎮後台子からは、胸部のふくらみが表象された女性雕像が収集
























思われる。中央アジア初期の例として前 5000 年北メソポタミアの高さ 2.8-9.0cm の女神像など
が挙げられる（東京・個人蔵）132）。さらにより古い実例として旧石器時代のオーリニャック‐ペ
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龍山文化、良渚文化における一部の原始符号は、すでに文字の準備段階にあったことを示して
































ものであろう。また女児に関する例として、陝西省西安市半坡 152 号墓、同省華県元君廟 429 号






































































浙江省余杭県反山 12 号墓出土の良渚文化（約前 3300 ～前 2250 年）の玉琮の胴部には人間の姿
が彫られているものがある（1986 年、浙江省博物館蔵）147）。また重さ 6.5 ㎏で玉琮王と称される
最大の玉琮と、権力象徴の玉鉞王と称されている鉞が同一墓から発見され、墓主の高い身分が示
されている。
良渚文化の江蘇省武進県寺墩 1 号墓からは高さ 5.4cm 孔
直径 4.6cm（1978 年）、また同遺跡の寺墩 4 号墓からは高さ











































が確認されている。面積が 50 ㎡を超す大型もあれば、10 ㎡に足らない住居もあり、貧富の差が
鮮明である153）。凌家灘遺跡における出土品は、ほとんどが大、中型の墓の副葬品で、玉器のほ
か銅器の簋、爵などが発見されている。これらは少数の権力者に独占された。さらに直径約 3.9cm
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○人間認識と表象
初期の人体関連文字はどの文明圏でも人の輪郭線で表すものが多い。概算で


















































































































































刖人守門像、方形鬲、陝西省扶風県法門郷荘白村 1 号窖（穴倉、むろ）藏坑出土（1976 年）194）。


































































人体像、山西省翼城県大河口 1 号墓出土、木製、漆塗り、1.0m くら
いで良い保存状態である（2007 ～ 2008 年）219）。
人物龍鳳獣面飾、陝西省長安県張家坡 157 号墓出土、玉製 220）。
人体像、山西省曲沃県天馬－曲村北趙晋侯墓地出土、玉製（1993 年）221）。



































































































































































































司母戊鼎、河南省安陽市侯家庄西北岡 260 号墓（1939 年、北京国家博物館蔵）242）。 
婦好鉞、河南省安陽市殷墟小屯婦好墓（1976 年、中国社会科学院考古研究所蔵）243）。
龍虎尊、安徽省阜南県朱寨月牙（砦潤）河（1957 年、安徽省博物館蔵）244）。
龍虎尊、四川省広漢市三星堆 1 号祭祀坑（1987 年、三星堆博物館蔵）245）。
卣、出土地不明（セルヌスキ美術館蔵）246）。
卣、湖南省安化県と寧郷県の境、（泉屋博古館蔵）247）。













































































































































































































同省岐山県賀家村 1 号墓（1973 年）275）、 
河南省平頂山応国墓地 84 号墓、2 件（1986 年）276）。
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図 1 後漢 女媧像･ 四川省崇慶県出土 中国美術全集編輯委員会『中国美術全集・絵画編 18 画像石画像磚』、
上海人民美術出版社、1988 年。
図 2 後漢 投壷像･ 河南省南陽市出土 図 1 同。
図 3 人頭形器口彩陶瓶 ･ 甘粛省秦安県出土 中国美術全集編輯委員会『中国美術全集・彫塑編 1 原始社会
至戦国彫塑』、人民美術出版社、1988 年。
図 4 双耳彩陶壷･ 青海省楽都県出土 筆者が北京・国家博物館にて撮影。
図 5 蛙文像甕･ 青海省楽都県出土 中国美術全集編輯委員会『中国美術全集・工芸美術編 1 陶磁（上）』、上
海人民美術出版社、1988 年。
図 6 人頭魚像盆･ 陝西省西安市出土 図 5 同。
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図 7 彩陶壷･ 甘粛省蘭州市杏核台出土 図 5 同。
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図 9 人頭魚絵 ･ 陝西省西安市出土 中国科学院考古研究所、陝西省西安半坡博物館『西安半坡 原始氏族公
社聚落遺蹟』、文物出版社、1963 年。
図 10 物持ち文彩絵盆･ 青海省同徳県出土 『中国文物精華』編輯委員会編『中国文物精華（中国文物の粋）』、
1997 年、文物出版社。
図 11 舞踏文彩絵盆･ 青海省大通県出土 図 5 同。
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図 23 人頭像･ スウェーデン（SWE）国立東方博物館蔵 図 3 同。
図 24 人頭像･ 四川省巫山県出土 図 3 同。
図 25 人体（跪坐）像･ 湖北省天門県鄧家湾家屋脊出土 図 3 同。
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図 30 妊婦裸体像･ 遼寧省喀左県出土 図 3 同。
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図 32 殷 虎頭跪座人像 ･ 河南省周口市出土 河南省文物考古研究所、周口市文化局『鹿邑太清宮長子口墓』、
中州古籍出版社、2000 年。
図 33 少女頭像･ 甘粛省礼県出土 図 3 同。
図 34 北メソポタミア（ハラフ期） 女神像･ 北メソポタミア出土 古代オリエント博物館 『古代オリエントの
豊穣の女神 いにしえのヴィーナスたち』、1994 年。
図 35 旧石器時代（オーリニャック- ペリゴール期） ヴィレンドルフのヴィｰナス女神像 ･ オーストリア出土 
友部直監修『世界の至宝 1 先史／オリエント／エジプト』、株式会社ぎょうせい、1983 年。
図 36 玉琮･ 四川省成都市金沙出土 鶴間和幸監修『よみがえる四川文明 三星堆と金沙遺跡の秘宝展』、共同
通信社、2004 年。
図 37 幾何文琮･ 上海市青浦県出土 東京国立博物館『上海博物館展』、中日新聞社、1993 年。
図 38 獣面文琮･ 江蘇省武進県出土 中国美術全集編輯委員会『中国美術全集・工芸美術編 9 玉器』、文物出
版社、1989 年。
図 39 人体像･ 安徽省含山県凌家灘出土 安徽省文物考古研究所「安徽含山凌家灘新石器时代墓地発掘簡報」、
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図 40 頭部装飾･ 内モンゴル陰山発見図 3 同。
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図 42 玉璋文様･ 四川省広漢市三星堆出土 図 36 同。
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図 44 銎鉤戟人頭像･ 甘粛省霊台県出土 図 3 同。
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図 45 人面文鼎･ 湖南省寧郷県出土 図 3 同。
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図 50 人体形飾･ 青海省湟源県出土 中国美術全集編輯委員会『中国美術全集・工芸美術編 4 青銅器（上）』、
文物出版社、1990 年。
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